
 

1 0 年 保 存 

機 密 性 1 

令和 6 年 4 月 1 日から 

令和 16 年 3 月 31 日まで 

基補発 1018第１号  

令和５年 10月 18日  

 

 

都道府県労働局労働基準部長 殿 

 

 

厚生労働省労働基準局補償課長  

 

 

 

血管病変等を著しく増悪させる業務による脳血管疾患及び虚血性心疾患等の認定

基準に係る運用上の留意点の改正について 

 

 

令和３年９月14日付け基補発0914第１号「血管病変等を著しく増悪させる業務によ

る脳血管疾患及び虚血性心疾患等の認定基準に係る運用上の留意点について」につい

ては、令和３年９月14日付け基発0914第１号「血管病変等を著しく増悪させる業務に

よる脳血管疾患及び虚血性心疾患等の認定基準について」が令和５年10月18日付け基

発1018第１号で改正されたことに伴い、別添新旧対照表のとおり改正することとした

ので、適切に対応されたい。 

 



別添 

 

○「血管病変等を著しく増悪させる業務による脳血管疾患及び虚血性心疾患等の認定基準に係る運用上の留意点について」（令和３年９月 14

日付け基補発 0914第１号）新旧対照表 

改正後 改正前 

別紙１ 

１及び２（略） 

 

３ 心理的負荷を伴う業務 

旧認定基準における「精神的緊張を伴う業務」について、業務によ

る心理的負荷を広く評価対象とする趣旨で、項目名が修正されたもの

であること。 

認定基準別表１の「日常的に心理的負荷を伴う業務」は、旧認定基

準の別紙のうち「日常的に精神的緊張を伴う業務」に対応したもので

あるところ、旧認定基準に記載があり、認定基準に記載がない業務に

ついては、認定基準別表２の「心理的負荷を伴う具体的出来事」とし

て評価することが想定されているものである。  

また、認定基準別表２の「心理的負荷を伴う具体的出来事」は、旧

認定基準の別紙のうち「発症に近接した時期における精神的緊張を伴

う業務に関連する出来事」に対応したものであるが、心理的負荷によ

る精神障害の認定基準（平成 23年 12月 26日付け基発 1226第１号）

が定める「業務による心理的負荷評価表」を参考に、具体的出来事の

内容が拡充され、さらにその後、改正された心理的負荷による精神障

害の認定基準（令和５年９月１日付け基発 0901第２号）が定める

「業務による心理的負荷評価表」（以下「評価表」という。）を踏まえ

別紙１  

１及び２（略） 

 

３ 心理的負荷を伴う業務 

旧認定基準における「精神的緊張を伴う業務」について、業務によ

る心理的負荷を広く評価対象とする趣旨で、項目名が修正されたもの

であること。 

認定基準別表１の「日常的に心理的負荷を伴う業務」は、旧認定基

準の別紙のうち「日常的に精神的緊張を伴う業務」に対応したもので

あるところ、旧認定基準に記載があり、認定基準に記載がない業務に

ついては、認定基準別表２の「心理的負荷を伴う具体的出来事」とし

て評価することが想定されているものである。  

また、認定基準別表２の「心理的負荷を伴う具体的出来事」は、旧

認定基準の別紙のうち「発症に近接した時期における精神的緊張を伴

う業務に関連する出来事」に対応したものであるが、心理的負荷によ

る精神障害の認定基準（平成 23年 12月 26日付け基発 1226第１号）

が定める「業務による心理的負荷評価表」（以下「評価表」という。）

を参考に、具体的出来事の内容が拡充されたものである。具体的に

は、評価表に記載された具体的出来事のうち、労働時間（仕事の量）

に関するものを除き、平均的な心理的負荷の強度がⅢ及びⅡ（強～中



て改正がなされたものである。具体的には、評価表に記載された具体

的出来事のうち、労働時間（仕事の量）に関するものを除き、平均的

な心理的負荷の強度がⅢ及びⅡ（強～中程度）のものが掲記されてい

る。したがって、別表２に記載された用語の解釈は評価表と同一であ

る。 

さらに、認定基準別表１及び別表２に掲げられていない具体的出来

事等に関して強い心理的負荷が認められる場合には、検討の視点でい

う具体的出来事「等」として評価することとなる。 

なお、旧認定基準においては、精神的緊張の程度が特に著しいと認

められるものについて評価することとされており、また、業務に関連

する出来事について、発症に近接した時期におけるものが評価の対象

とされていたが、認定基準においてはそれらの限定はなされていない

ことに留意すること。 

 

４及び５（略） 

程度）のものが掲記されている。したがって、別表２に記載された用

語の解釈は評価表と同一である。 

 

 

 

さらに、認定基準別表１及び別表２に掲げられていない具体的出来

事等に関して強い心理的負荷が認められる場合には、検討の視点でい

う具体的出来事「等」として評価することとなる。 

なお、旧認定基準においては、精神的緊張の程度が特に著しいと認

められるものについて評価することとされており、また、業務に関連

する出来事について、発症に近接した時期におけるものが評価の対象

とされていたが、認定基準においてはそれらの限定はなされていない

ことに留意すること。 

 

４及び５（略） 

 


